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コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
主
催

　
　

人
と
つ
な
が
る
、
食
で
つ
な
げ
る
。

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
主
催
の
「
食
べ
る
・
た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
in
旭
川
」
が
大
雪
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
78
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
こ
だ
わ
り
産

直
品
の
試
食
・
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
ブ
ー
ス
で
は
、
コ
ー
プ
産
直

｢

黄
金
育
ち
の
大
雪
高
原
牛｣

を
サ
イ
コ
ロ

ス
テ
ー
キ
に
し
て
準
備
し
た
約
２
千
人
分

の
試
食
が
な
く
な
り
、
又
４
０
０
杯
用
意

し
た｢

愛
別
き
の
こ
汁｣

は
特
別
価
格
１

杯
１
０
０
円
で
完
売
す
る
な
ど
、
多
く
の

家
族
連
れ
で
賑
わ
う
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

9月28日（土）
旭川大雪アリーナ
食べるたいせつフェスティバルin旭川



魅力がいっぱいのＪＡブー
スを準備

青年部・女性部みんなで販売

2019.113

今月のTopics

体
験
）
や
、
上
川
地
区
13
Ｊ
Ａ
自
慢
の
農
畜
産
物
や
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
限
定
２
０
０
食
の
「
か
み
か
わ
カ
レ
ー
」
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス
の「
大
雪
高
原
牛
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
」・「
愛

別
き
の
こ
汁
」・「
大
雪
高
原
じ
ゃ
が
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
」
は
早

く
に
完
売
、
き
の
こ
セ
ッ
ト
や
そ
ば
乾
麺
セ
ッ
ト
な
ど
も
好
評

で
し
た
。

　

会
場
イ
ベ
ン
ト
で
は
農
産
物
詰
め
放
題
や
各
Ｊ
Ａ
特
産
品
の

大
抽
選
会
、
最
後
に
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
農
家
バ
ン
ド
が

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
み
か
わ
農
業
祭

　
　
「
豊
か
な
大
地
の
美
味
し
さ
届
け
、」

10月14日（祝）
旭川地場産センター
ＪＡグループかみかわ農業祭2019

　

上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
と
13
Ｊ
Ａ
主
催
の
『
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
か
み
か
わ
農
業
祭
２
０
１
９
』
が
旭
川
地
場
産
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
川
の
豊
か
な
大
地
と
自
然
が
育
ん
だ
農
畜
産
物
の
美
味
し

さ
、
安
全
性
を
一
般
消
費
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ
、
上
川
管
内
５
０
万

人
の
「
食
」
と
「
農
」
へ
の
関
心
を
高
め
、
農
業
の
重
要
性
や

Ｊ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
青
年
部
協
議
会
・
女
性
部
協
議
会
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
し
め
縄
づ
く
り
・
か
ぼ
ち
ゃ
ラ
ン
タ
ン
・
乳
搾
り



農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
　
　
　 

　

代
表
理
事
会
長
　
飛
　
田
　
稔
　
章

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

　
　

組
合
員・役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
年
９
月
30
日
、
本
会
は
平
成
27
年
の

農
協
法
改
正
に
伴
い
法
律
上
の
位
置
付
け

を
連
合
会
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
名
称
は

変
更
さ
れ
ず
、
事
業
と
し
て
も
会
員
の
相

談
、
監
査
、
意
見
の
代
表
、
総
合
調
整
が

規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続

き
、
中
央
会
が
果
た
す
べ
き
基
本
的
な
機

能
で
あ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
結
集
軸
と
し

て
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
、

農
業
者
の
営
農
と
経
営
の
安
定
、
そ
れ
を

支
え
る
Ｊ
Ａ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す

の
で
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協

同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
、
今

年
で
72
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業

者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農
業

生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的

社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、
国
民
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た

め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に

掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」

の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も

と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、

組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の
安
定
並

び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
安
全・安
心

な
農
畜
産
物
の
生
産
と
、豊
か
な
生
活
に
役

立
つ
購
買
品
の
供
給
、地
域
の
豊
か
な
暮
ら

し
と
経
済
活
動
の
た
め
に
寄
与
す
る
信
用

事
業
、総
合
的
な
暮
ら
し
の
保
障
の
た
め
の

共
済
事
業
、健
康
な
日
常
生
活
を
営
む
た
め

の
医
療・福
祉
事
業
の
ほ
か
、環
境
問
題
や

子
供
の
貧
困
問
題
な
ど
へ
の
取
組
み
等
、地

域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
様
々
な
社
会

的
取
組
み
も
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

の
よ
う
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
等
の
間
に

お
け
る
農
業
機
械
・
発
電
機
等
の
融
通

や
、
被
災
地
へ
の
人
的
・
物
的
支
援
、
被

災
地
農
産
物
の
選
果
受
入
、
協
同
組
合
間

に
よ
る
募
金
活
動
な
ど
、
組
織
内
・
外
を

問
わ
な
い
助
け
合
い
の
精
神
に
よ
る
支
援

活
動
・
行
動
に
よ
っ
て
、
被
災
地
域
の
復

旧
・
復
興
支
援
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
は
社
会
と
地
域

の
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
永
年
に

亘
っ
て
多
く
の
分
野
で
そ
の
役
割
を
発
揮

し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
協
同
組
合
の
思

想
と
実
践
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
、
更
に
昨
年
４
月

に
は
、
我
が
国
の
農
協
、
漁
協
、
生

協
、
労
働
金
庫
、
森
林
組
合
等
の
協
同

組
合
が
、
協
同
組
合
間
の
連
携
に
よ
っ

て
力
を
結
集
し
、
地
域
課
題
の
解
決
を

目
的
と
し
て
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）
が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
す
。	

　

昨
年
開
催
し
た
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
で
は
、
前
回
大
会
で
設
定
し
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
北
海
道
５
５
０
万
人
と

共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
』の
実
現
」を
継
承
し
、「
農

業
所
得
の
増
大
と
、
多
様
な
担
い
手
の
確

保
・
育
成
」
と
「
次
代
に
つ
な
げ
る
協
同

組
合
の
価
値
と
実
践
」
に
向
け
て
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
に
集
う
組
合
員
、
役
職
員
の
皆
様

は
、
競
争
で
は
な
く
共
生
の
社
会
を
創
り

出
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
世
界

的
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
価
値
と
役
割
を
高

め
始
め
て
い
る
協
同
組
合
の
仲
間
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
と
し
な
が
ら
、
対
話
運
動
の

実
践
を
通
じ
て
、
信
頼
と
絆
を
土
台
に
し

た
新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
と
、
食

と
農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万

人
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
協
同
活
動
の
輪
を

広
げ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
新
自
由
主
義
経
済
へ
の
対

立
軸
と
し
て
の
協
同
組
合
の
存
在
意
義
を

高
め
、
永
年
に
亘
り
先
人
が
築
き
上
げ
た

地
域
農
業
並
び
に
地
域
社
会
の
基
盤
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
持
続
可
能
な
農
業
と
地

域
社
会
へ
と
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を

事
業
の
拠
り
所
と
し
、
今
後
と
も
組
合
員

の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生

活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、

地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。
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平素より、当組合の事業運営にご理解・ご協力・ご利用を賜り厚くお礼申し上げます。 

   さて、平成23年２月に「農業協同組合等向けの総合的な監督指針」が施行され、組合

員の資格確認が必須となり、併せて当組合の定款第15条（資格変動の申出）により組合

員資格に変動等があった場合は、その旨を届けていただくこととなっております。 

   つきましては、組合員資格区分・住所・氏名・勤務地等に変更・修正があった場合は、

お手数ではございますが当組合本所または支所にて手続きをお願い申し上げます。 

   なお、当組合の地区内とは、愛別町・上川町の区域となっており、組合員資格はつぎ

のとおりとなっております。 
 
 
  
  １ 50アール以上の土地を耕作する農民で、その耕作する土地又は住所がこの組合の地区内にあるもの 

２ １年のうち90日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内にあるもの 

 ３ 農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が 300人を超え、かつ、その資本の額又は出資の総額が３

億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内にあるもの 

   ※農用地利用改善事業実施団体の構成員に係る組合員資格の特例 

    農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用改善事業実施団体の構成員であるもののうち、当該利用権の

設定前に又は設定後遅滞なくこの組合に申出をし、理事会において確認を受けたものは、引き続きこの組合

の正組合員とする。  
 
   
  
    
 
 
 
 
 
 
 

 

加入内容に変更のあった方は申し出が必要となりますので、本人確認が出来る公的書類

（住民票・運転免許証・健康保険証等）・印鑑を持参の上、本所または支所までお越し

頂きますよう宜しくお願い申し上げます。  

  ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。 
  

＜＜問い合わせ先＞＞  
    上川中央農業協同組合 本所総務係 ☎ 6-5311 
               支所管理係 ☎ 2-1111 
 

正組合員資格 

准組合員資格 

１ 50アール以上の土地を耕作する農民で、その耕作する土地又は住所がこの組合の地区内にあるもの 

２ １年のうち90日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内にあるもの 

３ 農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が 300人を超え、かつ、その資本の額又は出資の総額

が３億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内に

あるもの 

※農用地利用改善事業実施団体の構成員に係る組合員資格の特例 

農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用改善事業実施団体の構成員であるもののうち、当該利用

権の設定前に又は設定後遅滞なくこの組合に申出をし、理事会において確認を受けたものは、引き続き

この組合の正組合員とする。 

 

  １ 当組合の地区内に住所があり、当組合の事業を利用することが適当と認められる個人 

  ２ 勤務地が当組合の地区内にあり、資金の借入、貯金・定期積金、生産資材・生活物資の購入、共済

加入のいずれかを１年以上継続利用する個人 

  ３ 住所が当組合の地区外にあり、生産資材・生活物資の購入、生産する物資の運搬・加工・貯蔵・販

売又は特定農地貸付のいずれかを１年以上継続利用する個人 

  ４ この組合の地区の全部又は一部を地区とする農業協同組合 

  ５ 農用地利用改善事業を行う団体であって、この組合の施設を利用することが適当であると認められ

るもの 

  ６ 農事組合法人等この組合の地区内に住所を有する団体であって、この組合の施設を利用することが

適当であると認められるもの 
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INFORMATION
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INFORMATION

お知らせ　　公道走行の条件は確認しましたか？
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INFORMATION



すろーライフ 2章

　1923 年大正 12年９月１日関東大震災が発生した。その事
を夕刊の隅っこの記事が今年も伝えた。その中に俳人「富田
木歩」に触れた内容が添えられていた。彼はこの大震災の炎
の中で逝った。享年 27 歳だった。隅田川沿いの向島に眠り
句碑も墨田区の三囲神社に建てられている。「夢に見れば死も
なつかしや冬木風」今はスカイツリーがこの界隈のにぎわい
を醸し出している。現在は関東大震災の痕跡は完全に消え住
環境も大きく変化してしまった。ここまで綴って来て「木歩」に触れる手が止まった。10月 12 日
夜半に関東東北甲信越に上陸した台風 19号が猛威を振るい各地に大きな爪跡を残した。この現実に
触れずして何をか言わんやの気持ちが沸き起こった。10月 16 日現在今回の災害で亡くなった人は
80名に迫る。堤防の決壊は 52河川の 73箇所に及び、堰を切った濁流が田畑果樹園そして住宅を
呑み込んで行く映像は全国に発信された。
　2011 年３月に発生した東日本大震災の大惨事から８年の歳月が流れた。その間 2012 年７月には
九州北部豪雨で多くの河川の氾濫が起き、住宅破壊や農産物などが大きな被害に見舞われた。そし
て記憶も新しく台風 15号は千葉県全域に猛威を振るった。強風は電柱をなぎ倒し、長い間全域は停
電断水に陥り生活インフラの弱点を露呈した。
　地球の温暖化による全国の気象変化は顕著に現れ、海水温の上昇は海流を変化させ水産物の漁獲
量の激減を見た。1997 年日本の京都市で開催された第３回気候変動枠組条約締結国会議でも温室効
果ガス削減率の目標値について討議された。すでに今日の地球温暖化による気象変化を見据えてい
た。その後、回を重ねて 18年ぶりに第 21回会議がパリで開催されたが、世界２位の温室効果ガス
排出国であるアメリカは「アメリカの製造業の競争力を削ぐものだ」と主張し批准国から離脱した。
2017 年６月のことである。
　その批准国から離脱したアメリカ本土でも地球温暖化による未曾有の気象災害は発生し多くの被
害を生んでいる。2019 年９月 24日開催国連の温暖化対策サミットで 16歳のスウェーデン女性グ
レタ・トゥーンベリさんが演檀に立った。地球環境の改善を求めてひとり座り込みから始まった彼
女の活動は、国連のサミットの首脳達まで動かした。
　「絶滅の始まり、あなた達は私の夢や子供時代を空っぽの言葉で盗んだのです」電気自動車の実用
化が進んでいる。英国に始まった産業革命から時代は流れた。化石燃料に依存した時代は更に超ス
ピードで進化した。ただ遅れを取ったのが副産物の温室効果ガスへの対応だった。文明の進化を上
回る速さで、地球規模でのルールが締結遵守される日を切望せずにはおられない。世界は曲がり角
に指しかかっている。氷河期を経て現在の地球は存在する。そしてその真逆の現象が地球に迫る。

「地球環境改善を求めた座り込み・・・16歳のスウェーデン女性」

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ジ ヤ ガ イ モ

先月号の
答え
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第
８
回
定
例
理
事
会

（令和元年9月24日）

総組合員数	 2,357名

　正組合員数	 530名

　　うち団体数	 33団体

　准組合員数	 1,827 名

　　うち団体数	 62団体

1
日　

中
央
会
内
部
監
査

	

（
期
中
Ⅰ　

9
／
30
～
10
／
4
）

5
日　

北
海
道
枝
肉
共
励
会
（
帯
広
）

7
日　

上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
道
外
視
察
研
修

	

（
～
9
日　

関
西
）

10
日　

新
世
紀
Ｊ
Ａ
研
修
会
第
27
回
セ
ミ
ナ
ー

	

（
～
11
日
）

14
日　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
み
か
わ
農
業
祭
（
旭
川
）

18
日　

留
萌
上
川
宗
谷
合
同
常
参
会
議
研
修

	

（
～
19
日
）

	

Ｊ
Ａ
青
年
部
役
員
会

21
日　

令
和
2
年
度
新
規
採
用
試
験
・
面
接

22
日　

即
位
礼
正
殿
の
儀

23
日　

第
9
回
定
例
理
事
会

24
日　

北
海
道
も
ち
米
団
地
農
協
連
絡
協
議
会
道

外
視
察

	

（
～
26
日　

沖
縄
）

	

第
2
回
上
川
中
央
部
Ｊ
Ａ
将
来
構
想
検
討

委
員
会

	

上
川
町
麺
ま
つ
り

28
日　

愛
別
町
振
興
計
画
審
議
会
（
役
場
）

29
日　

愛
別
町
農
業
委
員
会
（
役
場
）

10
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

令
和
元
年
９
月
24
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

燃
料
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

第
７
回
理
事
会
承
認
内
容
に
基
づ
き
、
支
給
内
容

を
報
告
し
た
。

２　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
取
得
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３　

令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果

に
つ
い
て

　
　

点
検
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
　■

議　
　

事

１　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

４
名
の
新
規
加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

２　

第
２
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の
結
果
並
び
に
顛
末
に

つ
い
て

　
　

監
査
結
果
に
基
づ
き
顛
末
を
報
告
し
、
今
後
の
改

善
対
応
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

長
期
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
融
資
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
理
事
に
対
す
る
融
資
に
つ
い
て
審
議
の
結

果
、
承
認
さ
れ
た
。

　
　《追

加
議
案
》

■
報
告
事
項

１　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
に
基
づ
く
事
故
報
告
に
つ
い
て

　
　

事
故
内
容
、
及
び
今
後
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

酪
農
畜
産
草
地
更
新
事
業
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ

た
。大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

大　

澤　

佑　

梨

　

総
務
部
総
務
課
総
務
係（

10
月
31
日
付
）

正
職
員
→
臨
時
職
員

渡　

辺　

和　

彦

営
農
部
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係

（
10
月
1
日
付
）

※
9
月
30
日
定
年
退
職

岡　

田　
　
　

健

営
農
部
上
川
営
農
セ
ン
タ
ー

営
農
販
売
係

（
11
月
1
日
付
）

※
10
月
31
日
定
年
退
職

伊　

藤　

方　

人

購
買
部
資
材
課
上
川
資
材
係

（
11
月
1
日
付
）

※
10
月
31
日
定
年
退
職

組合員のうごき

自動車学校への入校はお早めに！

昨年の3月12日に免許制度が改正されました。
貨物自動車を運転の際は、自動車検査証を確認
のうえ、お持ちの免許で運転可能かどうかを確か
めましょう。

   6.5t以上　6.5t未満　　4.5t未満　　2t未満
   （11t以上）  　（11t未満）　  　 （7.5t未満)　     （3.5t未満）

最大積載量
(車両総重量)

http://h-kumiai.com/

18歳で取得可能

● 普　通　一種 ／ 二種
● 中　型　一種 ／ 二種
● 準中型 
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪

お申込は当ＪＡ窓口まで

● 普　通　一種 ／ 二種
● 中　型　一種 ／ 二種
● 準中型 
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪

お申込は当ＪＡ窓口まで http://h-kumiai.com/

お申込は当ＪＡ窓口まで

http://h-kumiai.com/

● 普　通　一種 ／ 二種
● 中　型　一種 ／ 二種
● 準中型 
● 大　型　一種 ／ 二種
● 大型特殊
● けん引
● 普通二輪
● 大型二輪
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11月は、労働保険適用促進強化期間です！

事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか？

労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働け
る職場にしましょう。

労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働
者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目的に、
国が直接管理運営している保険です。

農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用す

る事業については、法人・個人を問わず加入が義務づ

けられています。

【お問い合わせ先】
厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課（011-709-2311）

または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所（ﾊﾛｰﾜｰｸ）
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今月の
　　オススメ


